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Lスーフlの 曲 蝕 ひ

山 江l 保 治

Lス･71は晶が食はないとF削 ､て居た0)に､曲が食って因ると云ふことを最近方々で聞かさ

れLたり､尋ねられたりするoL,-JJjn-ブ ル ｡ファイバ-1は糸が食はないと､常f"I)者によって寛

倦されlこのは､速まだ耳新 しいことで､此理由とする虚は､恐らく.章二e･は動物質であって､

Lス･プ1は植物質であるから､尊宅を食ふ曲はLス･71は食はないと､琴へた伐の もので､群

,郷な驚験をやった上での説ではない様に思はれる,J私に聞いて見ればよくわかることだらふがO

猫泡の或る畢潜で･QI.塊が Lス,71を食っても消化な しないと『云ふ説を粥へて解る仁があ

るoi削ヒの間趣は.EI-:叩撃の領域に入る.消化しないにして も､食って棚常被害を蒙むって居る
以上は､之が針先を考へなくてはならないo

麓ヨ鍬仮は,全Lス･71とLス･フ1羊毛混純の布を何科とし､供試曲としては Lヒメマル

カツヲブシムシ｢の老熟幼最を使ひ.唱和十三咋十一月二十五｢は り唱和十川年.=1月四日まで

の100日間.擁氏の略ほ26度に保てる軌 批評rDlllで飼育した結県を示 した ものであるO 飼育容

界は Lペ l､.)シ･ヤーL,1凝収 ひ,攻の三組に'Jlけて各々の紙剤旧札を観察 した.

Aの1.全 Lス･フ｢供試幼戯3匹o

Aの3.Lス･71と尊宅泥織r供試幼.lA3匹o

Bの
i
1.発Lス･フ1

3.Lス･71羊毛混織‡
各1枚を同一容器に入れ､供構幼曲は6lJk-a

以1･.の結県より見れば､Aの 1.3.二姑に供試布は馳密封 Lナ二が､此2枚削 ヒ校するときはLス.

フ1SY･=毛渦紋よりも､粂L八･フ1のガが触鵠耐横は大である如 く見え｡余しス･フ1と Lス･フ1
羊毛脱鱗を同-魔 界に入れて貴いナニBでは､全 Lス･71よりもLス･71輩頑.Pb織の方が著 しく

L紬譜されて居る｡塵が此所に津窓を引くことは.之等の供試幼鹿は札べて蛸化せずに輿れてし

まつナこことである｡

倍は附け加へて置きたいことは.Lヒメマルカツヲブシムシ｢の幼魚は､虎雄､単毛其他動物

質の もの翫 Eとして蝕磐する喜鹿であるが,峠に白米の如き楯物質の もの馴 瞳 することもあ

る日新の様な催かな寮歌材料で､考察するのは無 鞘なことではあるが､之によって Lヒメマル

カツヲブシムシ｢の幼顔 も､Lス･フ1別 け嘗することがあると云ふ位のことは言って も差文が
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ないと恩ふ｡

同じ植物質のものでありながら､木棚は殆んど鼠晋を蒙らないq)に,L-ス･71に限って'1割ニ
●

曲にやられるのは.何か珊魔の謀判的 てなくてはならない｡之には種々の原因があることだらふ｡

此所で恩ひ出さ-lLるのは､蓬先口のこと､被服厚射即死倉の奈良千代子･氏から､攻の様なこと

を伺ったO『同じLス･71 でありながら､凝阿波の州進によって,拠色紙憩が連ひO曲によ

くやられ･るのと､あまりやられないのが有る』と云ふことである｡ついでに巻き加へて置くが､

『被服堺射射光骨研究室の陳列室は､全く揮いF)TTへ手が届く株に､暦物を豊富に集めてそれぞ

れ説明を賓:I--き旅へてある0品非一一度は見箪して置いてもよい桝だと恩ふ｡』

上述の如 く､操作_工程の芳法などによることも考へられるが.珊 貴経の構造によることも可

成り､重要な役目をして屠るのではなからふか-｡閥 lじ穿粉で造られたものでありながら､組純

は好きだが､蛮地は嫌ひだとか､冷歩は食べるが､醍純は好かない､など 云ゝふことは､常に
菩々の耳にする鹿であるO 同じ躯物であるから､鍬 こも此様な選り好みが有るのかも却:ILな

いoGTILス･フ｢の曲勘 こ就きては他日研究の上酢賢の機骨を酎 こいと思って屠るu L終り｢O

故 溝田耕作先生之恩出

山 田 保 治

大.7F.十三年秋の戎日のこと､常時光塵は朝鮮新羅の古墳を礎輔研究して居られ吾､3:_q単邦の

川村多寛二教授と同道で私の寛恕訪ねられ,新羅の古墳■から新んなあの麺が出七から,見てく

..れないかと言ほれて､泥にまみれた甲轟の兇鞘の破片を二､三枚示され;た｡拝見すると､樵か

に Lタマムシ1源の辺鞠であると考へられたので､其呂を申上梓ると,乳 Lソウカネ､ ソレ

ハ面白イ｣と言はれながら､とても嬉 しさふに嘲 吋と大笑さiLlこo光頗ま滅多に御笑ひたなら

ないガであるO之が御縁となって､其後時 兼々llミ(D御室へ榊邪魔させて戴いたが､あの時使如

何にも嬉しさふに御笑ひになったことはなかつナこ｡懲らくして後､破片の記載とLタマムシ1の

樹を基いて御厨け致し1･=塵､先生は大聖御喜びになって､君に何か榊機をしたいから,好きな

物を言ってくれないかとの仰せであるoいくら新退しても､御聞き入れがないので､発て先般

は轟が御上手なことを伺って居たから,丑を御願ひ致した虜,心易く御引受いた ゞき,親日か

の後､朝鮮の田舎の発色を姦かれたのを戴い1=O或日の夕方研究室へ先生を御訪ねすると′今､


